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１．研究計画の概要 
ホーソン効果とは、注意の対象となると自分
の行動を変化させる人間がもっている性質
のことをいう。この研究の目的は、蘇生をお
こなう“人間”に視点をおいた検討である。
(1) 大阪での病院外心停止の大規模な
population based study（1998 年より記録集
計を開始して、現在も継続している大阪での
プロジェクト）に基づいて集計結果を解析す
る。(2)大阪でのプロジェクトでの経験を生
かして、全国の病院外心停止のデータを解析
する。(3)一般市民、学生等の“蘇生を行う
人間”としての意識を調査し、真に蘇生を行
う者としての、意識付けや、モチベーション
をはぐくむにはどうしたらよいかについて
検討する。これらの成果、特に全国の病院外
心停止を解析した結果を、蘇生を担う人間の
行動に関して、網羅的、包括的なデータを用
いて検討をすすめる。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）大阪府におけるデータの解析について
は、大阪府心肺蘇生効果検証委員会に参画し
て推進し、特に、蘇生を担う“人間”は、実
際には、しばしば、口対口人工呼吸を実施し
ない胸骨圧迫のみの蘇生を行っているがそ
の効果を検証した。その成果は、2007 年の
American Heart Association の
Resuscitation symposium で発表し、分担研
究者である石見拓が Young Investigator 
Award に輝いた。その内容は Circulation 誌
に掲載された。研究代表者の平出敦は、この
学会で、AHA Japan Night を主催し、情報交
換を発信を行った。蘇生にかかわる人間とい
う視点では、心停止になってからだけでなく、

それに至るまでに何ができるかの視点も重
要である。心停止に至る前の前駆症状に関す
るデータ解析については、2009年の American 
Heart Association の Scientific Session で
成果を発表し、現地で記者会見の対象となる
など反響が大きかった。(2)全国ウツタイン
のデータ解析では、蘇生にかかわる人間とし
て、一般市民の手による蘇生、特に一般市民
の手による除細動の成績の検証を行った。そ
の成果は、医学系で最もインパクトの高い N 
Engl J Med に掲載され、反響を呼んだ。メデ
ィアでも取り上げられ、朝日、毎日、読売の
新聞で取り上げられたほか、NHK、関西テレ
ビといったテレビでもニュースが放映され
た。わが国において、AED の設置が急速に近
年、推進されたことによる成果が検証されて
おり、わが国から発信された特筆すべき知見
として報告される。その他、蘇生に関する地
域 差 に 関 す る 報 告 も American Heart 
Association にて行った。(3)“蘇生を行う人
間”としての意識に関しては、一般市民およ
び学生に関して調査した結果に関して、成果
を蘇生に関する専門誌である Resuscitation
に発表している。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
 
理由 
(1)の大阪での解析が順調に進展しており、
AHA の学会で賞を獲得し、Circulation に 2
つの論文が掲載された。 
(2)の全国のデータ解析が当初の計画以上に
進展し、impact factor が最も高い N Engl J 
Med に掲載された。さらにその反響がメディ
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アでもとりあがられた。 
(3)の蘇生にかかわる人の意識や訓練に関す
る解析は地味な研究であるが、蘇生の国際的
な専門誌である Resuscitation誌に数多くの
論文が掲載された。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)の大阪でのデータについては、病院外心
停止の記録だけでなく、すでに前駆症状を分
析したように救急活動の記録からの情報を
還元してさらに深い解析を行う。 
(2)の全国データの解析については、この研
究班で整備した質の高いデータベースが注
目されており、この領域に関心を有する研究
者等を集めて研究会を行いさらに広く研究
を推進する予定である。 
(3)の蘇生教育関連の検討についても、継続
的に研究を推進する予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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